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4.5 各基本方針を横断する基盤的な地域脱炭素の取り組み 
 

令和 12（2030）年度の温室効果ガス排出量の削減目標の達成、さらには、2050年カーボンニュ

ートラルを実現するためには、４つの基本方針を踏まえたより具体的な施策を着実に推進してい

くことが重要となります。そこで、脱炭素と本市が抱える地域課題の同時解決をめざす「ネット・

ゼロシティ Hirakata style」として、市民・市民団体、事業者、市との連携による各基本方針を

横断する基盤的な地域の脱炭素の取り組みを推進します。まずは、「市域で再生可能エネルギーを

つくる」、「市民・事業者が再生可能エネルギー由来のエネルギーを使う」、「省エネやゼロカーボ

ン・ドライブなどを実現する」といった３つの取り組みを先行し、これらを市域に浸透させてい

くことでカーボンニュートラルに向けた取り組みを具体化します。また、全国各地で広まりつつ

あるカーボンフリー水素の取り組みや CO2 吸収技術など、脱炭素化につながる新たな技術等の事

例やまちなか緑化の効果などを「温暖化対策に関するポータルサイト」等で、広く情報発信して

いきます。 
 

■主な取り組み内容 

脱炭素の取り組み 解決をめざす地域課題 

 

 

 

●環境への負荷が少ない 

 交通体系の実現 

●災害時のレジリエンスの向上 

取
り
組
み
の
イ
メ
ー
ジ 

〇未利用地等に再生可能エネルギー設備を設置し、枚方ソラパと合わせて市有建築物等

で活用するとともに市民、事業者に再生可能エネルギー由来電気の利用を促進する。 

〇廃棄物処理施設において、廃熱を利用した発電を行い、市有建築物等で活用する。 

〇電動車を公用車として導入し、災害時には、避難所に配置し、移動式蓄電池としてスマ

ートフォンの充電や照明器具の電源に活用することで、脱炭素と災害時のレジリエン

ス強化などの地域課題の同時解決を図る。 

〇市域で電動車の導入を促進するとともに公共交通機関の１つであるバスに電動車を導

入し、電動車を再エネ由来の電気で充電するゼロカーボン・ドライブを市域に拡げる

ことで脱炭素と環境負荷の少ない交通体系の実現などの地域課題の同時解決を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

× 
電動車 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・太陽光発電設備（余剰地、未利用地） 
・廃棄物処理施設での発電 
 

公共施設 
で再エネ活用 

 

民生部門の 
「実質ゼロ」のモデ
ルの提示 

民間 
事業者 
が再エネ 
活用 

 

市民、事業者 

に対して、 

拡大 

余剰地への再エネ設備設置 

再エネ 100％電気の購入 

EV公用車 
・充電設備 
 

EV導入 
・充電設備 
 

災害時の 
分散型電源の確保 

EV車によるゼロカーボン
ドライブのモデルの提示
と市民・事業者への普及 
拡大 

再エネ 
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脱炭素の取り組み 解決をめざす地域課題 

 ●多様な主体による 

 まちづくりの推進 

●循環型社会の実現 

 

 

 

取
り
組
み
の
イ
メ
ー
ジ 

〇環境副読本の電子化や、ICT を取り入れた学校版環境マネジメントシステム（S-EMS）

の運用により、将来を担う子どもたちから脱炭素型のライフスタイルを各家庭に浸透

させることで、地域へ波及させる。 

〇NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会議や枚方市地球温暖化対策協議会等との連携に

より、市民に屋根置き太陽光発電設備の設置や再エネ 100％電力の購入、クールチョイ

スを普及、拡大する仕組みを構築するとともに、ICTを取り入れた市内事業者への脱炭

素に関するセミナーの開催などにより、脱炭素の取り組みを広げ、まちづくりに生か

す人材を育成する。 

〇脱炭素に取り組む事業者と市のマッチングなど、公民連携による脱炭素社会の実現に

向けた取り組みを推進する。 

〇市民・市民団体、事業者、市との連携により、給水所の設置やマイボトルの普及や、プ

ラスチックごみ削減に取り組み、焼却ごみから排出される温室効果ガスの排出を抑制

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

再エネ 

省エネ 
環境教育 

情報提供 
プラごみ 

削減 

× × 

枚方市 
【環境保全活動】 
〇クールチョイスの取り組み 
〇ひらかたプラごみダイエット行動宣言 
〇環境副読本の活用 
〇エコライフつうしんぼ など 

学校園（S-EMSの運用） 

学校園環境表彰 

賛同登録 

取り組み報告 

家 庭 市内事業者 

家庭での実践 

〇事業者による 
クールチョイスや 
プラごみ削減の実践 

〇脱炭素に取り組む事業者 
のマッチング 

〇公民連携による取り組み 
の推進 

〇家庭における 
クールチョイスや 
プラごみ削減の実践 

賛同 

登録 

・
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
の
普
及
啓
発 

・
給
水
所
の
設
置
や
マ
イ
ボ
ト
ル
の 

普
及
促
進 

・
プ
ラ
ご
み
削
減
の
普
及
啓
発 

・
市
民
・
市
民
団
体
・
事
業
者
へ
の
環
境
表
彰 

地 域 

地域への波及 

〇地域でのクールチョイスや 
プラごみ削減の実践 

賛同 

登録 

出前授業 

環境教育の場の提供 

NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会議 

枚方市地球温暖化対策協議会 

普及啓発 
人材育成 

取り組み 

の支援 

取り組み 

の支援 
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脱炭素の取り組み 解決をめざす地域課題 

 ●多様な主体による 

 まちづくりの推進 

 

 

 

取
り
組
み
の
イ
メ
ー
ジ 

〇市民参加型の自然環境調査や、市民団体等との連携による自然観察会を通して、身近

な自然環境に関心を持ち、生物多様性への理解を深めるとともに、ヒートアイランド

対策や二酸化炭素吸収量増加など脱炭素にもつながるまちなか緑化を推進する。 

〇脱炭素経営やまちなか緑化に取り組んでいる事業者の取り組み事例を市の SNS 等を活

用して周知することで、その取り組みを他の事業者へ広げるとともに、市民には、環

境に配慮した事業者を選択できる機会を創出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

× 
環境教育 

情報提供 
まちなか緑化 

生物多様性 

家 庭 市内事業者 

〇市民参加型の 
自然環境調査の実施 

〇自然観察会の開催 

地 域 

枚方市 市民団体 

・自然環境への関心を高める 

・生物多様性への理解 

〇ヒートアイランド対策の推進 
〇二酸化炭素の吸収など緑の機能を活かした脱炭素型のまちづくり 

〇屋上緑化や壁面緑化などの 
敷地内緑化 

〇里山保全活動などへの参加 
〇緑のカーテンの取り組み 

連 携 
〇里山や公園、緑地、農地 
などの緑の保全と創造 

〇市民の緑化活動への支援 
〇緑のカーテンの普及拡大 
 

〇身近な自然環境に関心を 
持ち、生物多様性への理解 
を深める 

〇里山保全活動などへの参加 
〇緑のカーテンの取り組み 

地域への波及 


